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代
中
國
の
土
公
信
仰

四
川
と
雲
南
を
中
心
と
し
て

張

麗

山

は
じ
め
に

土
公
と
は
、
そ
も
そ
も
中
國
で
生
ま
れ
た
土
神
で
あ
っ
た
が
、

日
本
に
傳
わ
っ
て
は
土
公
神
と
も
呼
ば
れ
、

の
神
と
見
な
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り�１
）、
ま
た

鮮

島�２
）や
ベ
ト
ナ
ム�３
）に
も
そ
の
信
仰
の

痕
跡
が

る
「
東
ア
ジ
ア

」
な
神
で
も
あ
る
。
中
國

代
以

の
土
公
信
仰
に
つ
い
て
は
、

藏
や
敦
煌

書
に
よ
っ
て
そ
の

子
が
多
少
な
り
と
も
窺
え
る
が�４
）、

代
以
來
、
特
に
中
華
人
民
共

和
國
が

立
し
て
以
降
に
も
た
ら
さ
れ
た
古
來
の
風
俗
や
信
仰
の

變
容
や

滅
に
よ
っ
て
、
土
公
も
現
在
の
中
國
人
の
生
活
の
中
か

ら
ほ
ぼ

を

し
て
し
ま
い
、
當
然
な
が
ら
、
そ
の
信
仰
實
態
に

つ
い
て
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

土
公
と
同
じ
く
土
地
の
神
と
し
て
崇

さ
れ
て
き
た
地
母
は

世
以
來
、
中
國
民

宗
敎
で
よ
く
見
ら
れ
る
神
で
あ
り
、
そ
れ
に

關
す
る
經
典
『
地
母
經
』
も
廣
く
傳
播
し
た
よ
う
で
あ
る
。
侯
沖

は
十
數
種

の
『
地
母
經
』
の
版
本
を
考
察
し
て
、
淸

の
同
治

年
（
一
八
六
二
年
）
に
『
地
母
經
』
は
陝
西
省
に
現
れ
、
光

二
十
七
年
（
一
九
〇
一
年
）
に
湖
北
省
の
南

仙
女
山
地
母
廟
で

行
わ
れ
た
神
降
し
に
よ
っ
て

補
さ
れ
、
構

の
完
備
し
た
も
の

が
で
き
た
と
論
じ
、
さ
ら
に
各
版
の
特

を
分
析
し
、
そ
の

型
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性
を
指
摘
し
た
。『
地
母
經
』

本
に
は
お
お
む
ね
「
香

」「
寶

」「
地
母
眞
經
」「
地
母
妙
經
」
が
含
ま
れ
る�５
）。
と
こ
ろ
が
、
管

見
の
限
り
、
各
版
の
『
地
母
眞
經
』
に
は
土
公
に
關
す
る
言

が

な
い
。
一
方
、
筆

が
四
川
で
入
手
し
た
『
地
母
土
公
經
』
は
そ

れ
ら
と
異
な
り
土
公
そ
の
も
の
を

題
と
す
る

が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
は

代
中
國
に
お
け
る
土
公
信
仰
を
知
る
う
え
で
重

な

料
だ
と
思
わ
れ
る
。
か
つ
、
土
公
と
地
母
は
ど
う
い
う
仕

組
み
で
一
つ
の
經
に
收
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
、
非
常

に
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
に
つ
い
て

討
さ

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
雲
南
省
大
理
市
に
は
甲
馬
を

い
て
祭
祀
活
動
を
行
う
民

俗
が
あ
り
そ
の
中
に
土
公
關
係
の

甲
馬
も
あ
る
が
、
こ
の
土
公
に
つ
い
て
も
あ
ま
り

討
さ
れ
て
い

な
い
。

以
上
の
こ
と
を
鑑
み
て
、
本
稿
は
、『
地
母
土
公
經
』
と
雲
南

で

っ
て
い
る
甲
馬
土
公
を
取
り
上
げ
、
民

宗
敎
史
や
民

俗
の
面
か
ら
考
察
し
て

代
中
國
に
お
け
る
土
公
信
仰
の
一
隅
を

ら
か
に
し
た
い
。

一

『
地
母
土
公
經
』
の

（
一
）『
地
母
土
公
經
』
の
書
誌

報

『
地
母
土
公
經
』
は
四
川
省
の
古
本
屋
で
買
い
求
め
た
一

の

い
書
物
で
あ
る
。
本
書
は
表
紙
が
す
で
に
無
く
な
り
、
扉
の
左

に
は
「
銅
邑

純
一
堂

藏
板
」
と
書
か
れ
、
右
に
は
「
民
國
三

年
新
乃

」
と
記
し
て
あ
る
。

銅
邑
と
は
地
名
の
頭
に
「
銅
」
の
附
く
土
地
で
刊
刻
さ
れ
た
こ

と
を
表
す
。
中
國
各
地
に
銅
邑
と
表
記
さ
れ
る
土
地
が
あ
る
が
、

本
書
の
本

に
は
「
四
方
龍
神
多
人
敬
、
惟
爾
蜀
川
信
神

」
と

い
う
一

が
含
ま
れ
、
こ
こ
に
「
蜀
川
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
筆

が
四
川
省
の
古
書
店
で
購
入
し
た
こ
と
か
ら
、

本
書
は
四
川

邊
で

作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
四
川
省
に
は

銅
梁
縣
が
あ
り
、
例
え
ば
『
浙
江

志
』

一
六
四
「

旦
」
條

に
は
、

旦
が
銅
梁
の
知
縣
と
な
っ
た
お
り
、

軍
が
「
銅
邑
」

を
攻
め
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
る�６
）。
確
實
な
證
據
は
な
い
が
こ
こ

で
い
う
銅
邑
は
銅
梁
を
指
す
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。
銅
梁
縣
は

現
在
重
慶
市
に
屬
す
が
、

史
上
は
し
ば
し
ば
四
川
の
統
制
下
に
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置
か
れ
、
地
理

に
も
「
巴
蜀
」
と
い
う
一
つ
の
地
域
と
し
て

識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
詳
細
は
後

す
る
が
、
本
書
で
現
れ
た
宗

敎
思
想
と
深
く
關
わ
る
一
貫

・
同
善
社
・

會
・

根
堂
な

ど
の
民

宗
敎
組
織
が
、
民
國
時
代
に
銅
梁
縣
に
存
在
し
て
お
り�７
）、

し
た
が
っ
て
、『
地
母
土
公
經
』
は
そ
う
い
う
宗
敎
背
景
に
お
い

て

り
出
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

「
純
一
堂
」
は
版
元
の
出
版
業

の
字
號
を
指
す
が
、
こ
の
字

號
は
よ
く
使
わ
れ
る
名

で
あ
り
、
特
定
す
る
こ
と
が

し
い
。

ま
た
、「
民
國
三
年
新
乃

」
と
は
民
國
三
年
（
一
九
一
三
）
に
新

し
く

ら
れ
た
こ
と
を
い
い
、
そ
れ
は
『
地
母
土
公
經
』
が
そ
れ

以

に

立
し
た
こ
と
を
示
す
。

本
書
は
、

二
十
二
セ
ン
チ
、

十
二
點
五
セ
ン
チ
で
あ
り
、

丁
數
は
二
十
五
丁
で
あ
る
。
扉
題
は
「
地
母
土
公
經
」
で
あ
る
が
、

本

は

に
「
無
上

空
地
母
玄

生
保
命
眞
經
」（「

香

」「
地
母
寶

」「
地
母
眞
經
」「
地
母
妙
經
」）
と
「
佛

土
公

經
」
の
二
部
分
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
丁
と
七
丁
で
あ
る
。

（
二
）『
地
母
土
公
經
』
の

容
紹
介

①
「
無
上

空
地
母
玄

生
保
命
眞
經
」

「
無
上

空
地
母
玄

生
保
命
眞
經
」
の
中
に
は
「

香

」

「
地
母
寶

」「
地
母
眞
經

上
」「
地
母
妙
經

下
」
な
ど
の
項
目
が
あ
る
。

「

香

」
は
「
香
煙
結

、
地
母
傳
宣
、

年
三

百
六
十
日
、
三
十
六
戊
忌

、
逢
戊
禁
忌
休
動
土
、

風

雨
順
大
有
年
、
人
人

行
勿
犯
戊
、
許
爾
福
壽
永

綿

」
と
い
う

言
で
、
一
年
中
の
戊
の
日
を
忌
ん
で

土
を
犯
さ
な
け
れ
ば
、
何
事
も
順

で
福
壽
が
長
く
續

く
こ
と
を
言
う
。

圖二 臺灣の『地母眞經』

圖一 『地母土公經』
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「
地
母
寶

」
の
「
寶

」
は
本
來

敎
で
神
仙
が
神

や
戒

め
を

げ
る

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
た
だ
「
地
母

生
、

天
澄
淸
。
河

洞
然
、
山
獄

雲
。
萬
靈
振
伏
、
召
集
群
眞
。
天

無

氣
、
地
無
妖

。

慧
動
靜
、
大

玄
靈
。

空
地
母
、
無

量
慈

」
と
い
う
四
十
八
字
で
地
母

生
時
の
光
景
を
描
い
て
い

る
。「

地
母
眞
經

上
」
は
地
母
の
德
を

體

に
唱
え
る
も
の

だ
が
、
一
種
の
宇
宙
生

を
描
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
盤

古
が
天
地
を
開
い
て
、
陰
陽
二
氣
が
分
か
れ
、
地
母
が
天
君
と
結

婚
し
て
、
天
地
萬
物
を
生
ん
だ
。
天
君
は
聾

で
玄
童
子
と
い
い
、

地
母
は
唖

で
あ
る�８
）、
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、「
雖
然
不

人
言

語
、
三
九
二
八
時
時
行
。
子
女
不
離

胎
孕
（
後
略
）」
と
い
っ

た
よ
う
に
、
夫

と
し
て
よ
く
陰
陽
の
交
合
を
行
い
、
ま
ず
天

皇
・
地
皇
・
人
皇
・
伏
羲
・
軒

・
神
農
と
い
う
六

君
を
生
ん

だ
。
そ
の
ほ
か
に
、
地
母
は

佛
菩
薩
や
神
仙
、
山
嶽
、
川

な

ど
を
生
み
、
士
農
工
商
の
よ
り

を
作
り
出
し
た
。
つ
ま
り
、
地

母
は
天
地
萬
物
、
一
切
の
生
靈
の
母
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
「
地

母
本
是
戊
己
土
、

先
天

後
天

（
中
略
）
世
人
只
知
天

大
、

地
母
比
天
大
一

」
と
記
さ
れ
、
地
母
は
天
よ
り
一

大
き
い
存

在
で
あ
っ
て
、
地
母
の
神
像
や
廟
を

っ
て
崇

す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
。

「
地
母
妙
經

下
」
も
地
母
の
德
を
唱
え
る
も
の
だ
が
、「
地

母
眞
經

上
」
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
先
ず
、「
地
母
妙
經
」

は
「

空
地
母
治
人
倫
、
混
沌

開
母
爲

。
生
天
生
地
是
吾
本
、

一

一

一
俗
人
」
と
い
い
、
地
母
は
人
倫
を
治
め
、
混
沌

開

の
時
に

く
、
ま
た
天
と
地
を
生
ん
だ
と

べ
る
。「
地
母
眞
經

上
」
で
天
地
を
開
く
の
が
盤
古
で
あ
る
こ
と
を

確
に
示
し
た

こ
と
と
は
異
な
り
、
盤
古
に
は

れ
ず
ひ
た
す
ら
地
母
の

崇
性

を

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
地
母
を
崇

す
べ

き
こ
と
を
特
に
威
嚇

な
言
葉
を
多
用
し
て

べ
る
。
た
と
え
ば
、

地
母
を
敬
わ
な
け
れ
ば
罪
が

ほ
ど
積
み
重
な
り
、
地
母
經
を
讀

ま
な
け
れ
ば
不
治
の
病
を
患
う
が
、

に
地
母
經
を
讀
め
ば

々

な
利

が
生
じ
る
と
い
う
。
ま
た
、
地
母
の
神
威
に
つ
い
て
、

地
母
今
顯
善

法
、
方
方
善

得

眞
。
二
十
八
宿
斗

轉
、

九
天
星
斗
擁
衞
民
。
八
大
雷
神
分
六
四
、
四
六
天
下

神
。

丁
甲
庚
辛

伍
、
天
羅
地
網
鬼

。
八
大
金
剛
常
護
法
、

三
二
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四
大
天
王
守
四
門
。

仙

佛
齊
下
界
、

天
動
地
星
斗
行
。

地
母
收
完
了
萬
法
、
呼
雷
閃
電
現
眞
形
。

と
記
し
、
星
の
神
々
だ
け
で
な
く
、
雷
神
や
六
丁
六
甲
な
ど
の
眞

武
大

の
部
將
お
よ
び
金
剛
・
天
王
・
仙
佛
を

わ
す
地
母
の

子
を
描
い
て
い
る
。
と
く
に
、

す
べ
き
で
あ
る
の
は
、「
地

母
妙
經
」
に
「
反
把
老
娘
會
不
興
」「
天
下
男
女
立
大
會
」「
功
果

圓
滿
齊
赴
會
」
な
ど
の

句
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
何
々
會
は

廟
會
の

味
で
あ
る
が
、「
功
果
が
圓
滿
し
て
會
に
赴
く
」
と

は
末
法
思
想
に
關

す
る
龍
華
會
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
從
っ
て

こ
の
經
は
民

結
社
の
性
格
が
濃
厚
で
、
民

宗
敎
と
深
く
か
か

わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

し
た
侯
沖
の
、
地

母
廟
で
の
降
神
に
よ
っ
て
本
書
が

補
さ
れ
た
と
い
う
考
察
と
も

呼
應
す
る
。
龍
華
會
に
つ
い
て
は
後
に

討
す
る
。

②
「
佛

土
公

經
」

「
佛

土
公

經
」
の

に
「

天
之
下
土
公
神
、
六

一

午
時
生
、
神
降
傳
經
宜
慶

、
善
男
信
女

虔
心
」
と
い
う
「
土

公
寶

」
の
項
目
が
あ
り
、
土
公
神
が
六

一
日
の
午
時
に
生
ま

れ
、
神
が
降
臨
し
て
經
を
傳
え
た
も
の
で
あ
り
、
善
男
信
女
は
み

な
こ
れ
を
信
じ
る
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

經
名
の

に
「
佛

」
を
つ
け
る
事
は

經
や

世
民

宗
敎

の
經
典
で
の
常
套
手
段
で
あ
る
。「
佛

土
公

經
」
の
經

は

神
降

な
の
で
土
公
神
の
口

で
自
ら
の
職
能
や
土
公
信
仰
の
現

を

べ
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
を

げ
て
み
よ
う
。

吾
是
土
中
一

神
、
六

一
午
時
生
。
土
中
居

神
不
小
、

天
之
下
管
萬
民
。
爲
善
作

吾
當
奏
、

一
奏
天
庭
。

常
將
善
事
天
上
奏
、

事
埋
在
土
中
存
。

佛
神

有
人
敬
、

無
人
敬
我
土
公
神
。（
中
略
）

天

常

壽
、
無
人
與

吾

壽
辰
。

つ
ま
り
、
土
公
神
は
土
の
中
に

ん
で
い
る
神
で
あ
り
、
六

一
日
の
午
時
に
生
ま
れ
、
天
下
萬
民
を
管

す
る
。
特
に
、

の
一
日
に
、
人
々
の

爲
を
天
庭
に
報

す
る
。
た
だ
し
、
よ
く

事
を

し
て
善
事
だ
け
を
報

す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ん
な
に

優
し
い
神
で
あ
る
の
に
、
世
人
は
神
佛
を
敬
い
は
し
て
も
、
土
公

神
を
敬
わ
な
い
し
、
誕
生
日
も

っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
。
續
い

て
は
、「
土
中
出

千
般
物
、（
中
略
）
人
不
敬
我
爲
何
因
（
中
略
）

吾
神
眼
見
心
不

、
悲
悲
切
切
好
傷

。
啼
哭
幾
天
竝
幾
夜
（
後

三
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略
）」
と
い
い
、
土
公
神
は
地
上
の
萬
物
を
生
み

っ
た
が
、

人
々
が
敬
っ
て
く
れ
な
い
の
で
、
悲
し
く
て
何
晝
夜
も
泣
い
た
と

い
う
。

ま
た
經

の
中
に
「
四
方
龍
神
多
人
敬
、
惟
爾
蜀
川
信
神

。

你
在
陽

善
功
大
、
吾
神
佑
你
享
長
春
」
と
い
う

が
あ
り
、
四

川
の
人
々
が
こ
の
土
公
神
を
信
じ
て
い
る
の
で
、
土
公
神
は
そ
の

人
々
を
常
に
守
護
す
る
と
い
う
。
ま
た
、「
敬
我
三
年

災

、

敬
我
十
年
五

登
。

逢
辰
祭
奠
我
、
死
後
不
入
地
獄
門
」
と
、

土
公
神
を
三
年
敬
う
と
災

が
無
く
な
り
、
十
年
敬
う
と
豐
作
に

な
り
、
年
々
祀
れ
ば
、
死
後
地
獄
に
入
ら
な
い
と
い
う
。
祀
り
方

は
、「
一

東
方
甲
乙
木
、
二

南
方

火
丁
。
三

西
方
庚
兌

卦
、
四

北
方
壬
癸
衡
。
五

中
央
戊
己
土
、
土
中
顯
應
是
吾

神
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
東
・
南
・
西
・
北
・
中
と
い
う
順
序
で

む
。
と
こ
ろ
が
、「
若
將
吾
言
不
敬
信
、

恐
毒
火
焚
其
身
。

開
獄
門
放

鬼
、
陰
司
管
鬼
是
吾
神
」
と
も
い
い
、
も
し
土
公

神
を
敬
わ
な
い
と
、
土
公
神
は
陰
司
で
鬼
を
管

す
る
神
で
あ
る

か
ら
、

鬼
を
放
つ
と
い
う
。

二

『
地
母
土
公
經
』
の

り
立
ち
と
土
公
信
仰

し
た
よ
う
に
『
地
母
土
公
經
』
に
含
ま
れ
る

な
經
典

は
、「
地
母
眞
經
」「
地
母
妙
經
」
と
「
佛

土
公

經
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
經
は
系
統
に

い
が
あ
る
よ
う
で
、

ら
か

に
同
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
、「
佛

土
公

經
」

は
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
地
母
土
公
經
』
の
由

來
を
考
察
す
る
う
え
で
、
重

な
手
が
か
り
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、『
地
母
土
公
經
』
の
思
想
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
を

じ

て
、
そ
の

り
立
ち
を

討
し
て
み
た
い
。

（
一
）『
地
母
土
公
經
』
と
無
生
老
母

「
地
母
眞
經
」
は

に
地
母
の
德
を

え
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

た
が
、

し
た
よ
う
に
「
地
母
妙
經
」
に
は
「
功
果
圓
滿
齊
赴

會
」
な
ど
「
會
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
、
よ
り
民

宗
敎
の
影

が
濃
厚
で
あ
る
。「
佛

土
公

經
」
に
至
る
と
「
龍
華
會
」

「
無
生
老
母
」
と
い
う
用
語
が
見
ら
れ
、
民

宗
敎
と
の
關

は

更
に
深
ま
っ
て
い
る
。

に
、「
佛

土
公

經
」
中
の
「
龍
華
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會
」「
無
生
老
母
」
に
つ
い
て

討
し
て
み
た
い
。

知
の
よ
う
に
、
無
生
老
母
は

・
淸
以
來
、
羅
敎
や
白
蓮
敎

を

め
と
す
る
幾
つ
か
の
民

宗
敎
で
あ
が
め
ら
れ
て
き
た
女
神

で
あ
り
、
一
切
を
創
出
し
た
神
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。「
佛

土

公

經
」
に
「
自
從
盤
古
開
天
地
、
無
生
老
母
治
人
倫
」
と
い
う

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
盤
古
が
天
地
を
開
く
と
い
う
點
で
「
地
母

眞
經
」
と
共

す
る
が
、
一
方
「
地
母
妙
經
」
の

に
あ
る

「

空
地
母
治
人
倫
、
混
沌

開
母
爲

」
と
は
「
母
な
る
も
の

が
人
倫
を
治
め
る
」
と
い
う
點
で

じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
じ

く
人
倫
を
治
め
る
存
在
と
し
て
、
地
母
は
無
生
老
母
と
何
ら
か
の

關
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
民

宗
敎
に
お
け
る
影

力
か
ら
見
れ
ば
、『
地
母
經
』
に
お
け
る
地
母
の
性
格
は
無
生

老
母
の
影

を
受
け
て

立
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無

生
老
母
は
龍
華
會
・『
龍
華
經
』
と
深
く
關
わ
り
が
あ
る
。
龍
華

會
と
は
も
と
も
と
彌
勒
菩
薩
が
五
十
六
億
七
千
萬
年
の
未
來
に
お

い
て
龍
華
樹
の
下
に

佛
し
、
華
林
園
に
集
ま
っ
た
大
衆
を
救
う

た
め
に
開
く
三
度
の
法
會
を
指
す
。

淸
交
代
の
頃
に
現
存
の
形

に
ま
と
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
龍
華
經
』
は
、
特
に
無
極
古
佛
・

釋
迦

佛
・
彌
勒

佛
・
無
生
老
母
・
弓
長
な
ど
に
關
す
る
物
語

を

し
て
、

末
が

づ
い
て
お
り
、
今
こ
そ
龍
華
三
會
に
備
え

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
力

す
る
も
の
で
あ
る
。『
地
母
土
公
經
』

に
は

體
と
し
て
龍
華
經
が
構
想
し
た
世
界
像
か
ら
の
影

が
見

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
地
母
妙
經
」
に
は
先
ほ
ど

べ
た
「
功
果
圓
滿
齊
赴
會
」
以
外
に
も
「
三
會
龍
華
大
圓
覺
、

天
匝
地
現
眞
人
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
功
德

を
積
ん
だ
結
果
龍
華
三
會
に
赴
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
こ
に
眞
人

（
彌
勒
菩
薩
）
が
現
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
、「
地
母
妙
經
」
に
す
で
に
龍
華
會
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
新
た
に
附
け
加
え
ら
れ
た
「
佛

土

公

經
」
に
は
無
生
老
母
と
い
う
言
葉
の
ほ
か
に
も
「
吾

上
皇

施
惻

、

救
龍
華
會
上
人
」
と
記
さ
れ
、
龍
華
三
會
を
信
ず
る

人
々
を
上
皇
が
救
う
と

べ
て
い
る
。

從
っ
て
、『
地
母
土
公
經
』

纂
の
背
景
に
は
無
生
老
母
を
崇

す
る
宗
敎
結
社
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。
本
書
は
四
川

邊
で

立
し
當
地
の
民

信
仰
を
反
映
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
民

宗
敎
史
の
面
か
ら
そ
の
可
能
性
を
さ
ら
に

討
し

三
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て
み
よ
う
。

（
二
）『
地
母
土
公
經
』
と
四
川
・
雲
南

民

宗
敎
史
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
四
川
で
は
無
生
老
母
を
崇

め
る
民

宗
敎
が
流
行
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。『
地
母
土
公
經
』

を

り
だ
し
た
信
仰
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
は
大
乘
圓
頓
敎
が
四

川
に
傳
わ
っ
た
こ
と
が

げ
ら
れ
る
。『
龍
華
經
』
の
「
南
北
展

品
第
十
一
」
に
大
乘
圓
頓
敎
の
敎

弓
長
の
傳
敎
ル
ー
ト
が
記

し
て
あ
り
、
澤
田
瑞
穗
に
よ
る
と
、
弓
長
（
本
名
張
某
）
は
、

の
萬

年

（
一
五
七
三
〜
一
六
二
○
）
に
大
乘
敎
の
王
森
を

し
て
師
と
し
た
が
、
天

四
年
（
一
六
二
四
年
）
に
獨
立
し
て
天

眞
古
佛
を
敎

と
す
る
大
乘
圓
頓
敎
を
開
創
し
、
そ
れ
か
ら
「
數

年
し
て
崇
禎
二
年
己
巳
に
傳

布
敎
を
志
し
、

河
を
渡
っ
て
正

十
五
日
に
河
南
開
封
に
至
り
、
二
・
三

の
こ
ろ
更
に
南
京
に

赴
く
。
そ
れ
よ
り
七

に
は
湖
北
の
武
當
山
太
和
宮
に
詣
で
、
九

に
は
四
川
大
峨
山
に
登
」
っ
た�９
）。
そ
の
天
眞
古
佛
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な

味
合
い
が
考
え
ら
れ
る
が
、
該
經
の
序
品
に
「
古

佛
爲
相
、
無
生
爲
本
」
と
い
う

が
あ
り
、
古
佛
天
眞
と
無
生
老

母
は
ど
こ
か
で
關

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
實
際
は
、
古
佛
天
眞
は

無
生
老
母
が
授
け
た
敎
え
を
以
て
民
衆
を
救
濟
す
る
救
世

と
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る�10
）。

も
う
一
つ
は
、
雲
南
雞
足
山
を
中
心
と
す
る
大
乘
敎
が
四
川
に

も
傳
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
馬
西
沙
の

究
に
よ
る
と
、
康
熙
二

十
年
（
一
六
八
一
）
に
張
保
太
が
雲
南
大
理
府
の
雞
足
山
で
大
乘

敎
の
堂
を
開
い
て
、
雲
南
・
貴
州
と
四
川
を
根
據
地
と
し
て
布
敎

を
始
め
た
。
乾
隆
年

（
一
七
三
六
〜
一
七
九
五
）、
雲
南
・
貴
州

と
四
川
に
お
け
る
大
乘
敎
は

敎
と
し
て

廷
か
ら
激
し
い

壓

を
受
け
た
が�11
）、
完

に

滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば

光
年

（
一
八
二
一
〜
一
八
五
○
）
に
は
四
川
で
無
生
老
母
を
祀

る
靑
蓮
敎
（
金
丹
大

ま
た
は
龍
華
會
と
も
呼
ば
れ
る
）
を
派
生
し

た
。
こ
の
民

宗
敎
の

な
布
敎
の
手
段
は
壇
を
設
け
て
神
降
ろ

し
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
後
世
に
さ
ら
に
燈

敎
・
先
天

・

根

・
一
貫

・
同
善
社
な
ど
支
流
の
民

宗
敎
を
形

し
た�12
）。

『
地
母
土
公
經
』
が
大
乘
敎
や
靑
蓮
敎
な
ど
の
民

宗
敎
と
直

接

な
關
わ
り
が
あ
っ
た
と
は

言
で
き
な
い
が
、
無
生
老
母
と

の
關
係
か
ら
み
る
と
、
何
ら
か
の
關

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
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あ
ろ
う
。
實
は
、

し
た
よ
う
に
『
地
母
土
公
經
』
に
お
け
る

「
無
上

空
地
母
玄

生
保
命
眞
經
」
部
分
、
つ
ま
り
「
地
母

眞
經
」「
地
母
妙
經
」
は
ほ
か
の
地
域
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、
臺
灣
高
雄
の
玄
天
上

廟
に
は
、

々
な
經

が
竝
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
折
本
式
で
一
面
は
『
地
母
眞
經
』

と
書
か
れ
、
も
う
一
面
は
『
玄
天
上

金
科
玉
律
眞
經
』
が
記
さ

れ
て
い
る
一
書
を
見
つ
け
た
。
そ
の
『
地
母
眞
經
』
に
は
水

、

香

、
淨
壇

、
淨
口
神
咒
、
淨
心
神
咒
、
淨
身
神
咒
、
淨
三
業

神
咒
、
淨
壇
神
咒
、
安
土
地
神
咒
、
淨
天
地
神
咒
、
金
光
神
咒
、

香
神
咒
、
地
母
寶

、
奉

世
人
虔
誦
地
母
經
、
地
母
眞
經
、

地
母
妙
經
、
太
上
老
君

五
谷
妙
經
、
五
谷

、
眼
光
眞
經
な
ど

の
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た
。

代
に
お
い
て
、
大
陸
の
『
地
母

經
』
は
民

宗
敎
に

っ
て
臺
灣
に
傳
わ
り
、
現
在
ま
で

っ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う�13
）。

で
分
析
し
た
と
お

り
、『
地
母
土
公
經
』
に
お
け
る
「
佛

土
公

經
」
は
無
生
老

母
や
龍
華
會
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
も
、「
佛

土
公

經
」
は
ほ
か
の
『
地
母
經
』
關
係
の
版

本
で
見
ら
れ
な
い

容
で
あ
る
。
ま
た
、
侯
沖
の
『
地
母
經
』
版

本

究
に
よ
れ
ば
、『
地
母
土
公
經
』
に
お
け
る
「
地
母
眞
經
」

は
、
南

本
『
地
母
眞
經
』
に
お
け
る
「
無
上

空
地
母
玄

生
保
命
眞
經
」
の
系

を
受
け

い
だ
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、

『
地
母
土
公
經
』
は
南

本
『
地
母
經
』
の
「
無
上

空
地
母
玄

生
保
命
眞
經
」（「

香

」「
地
母
寶

」「
地
母
眞
經
」「
地

母
妙
經
」）
に
、「
佛

土
公

經
」
の

容
を
加
え
て
、
四
川

邊
で

り
出
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
銅
邑
の
候
補
地
、
四
川
銅
梁
縣

の
地
方
誌
を

べ
る
と
、
一
貫

は
民
國
三
十
六
年
（
一
九
四

七
）
に
彭
嶽
山
と
金
殿
榮
が

手
を

れ
て
佛
堂
を
立
て
て

立

し
た
も
の
で
あ
り
、
同
善
社
は
民
國
六
年
（
一
九
一
七
）
に
傳
來

し
、
ほ
か
の

會
・

根
堂
・
萬

堂
な
ど
も
一
九
三
十
年
以

降
に

立
し
た
よ
う
で
あ
る�14
）。
い
ず
れ
も
、『
地
母
土
公
經
』
が

出
版
さ
れ
る
一
九
一
三
年
よ
り
か
な
り

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

淸
時
代
か
ら
活

し
て
き
た
民

宗
敎
が
實
は
地
方
誌
の
記
載

よ
り
早
く
銅
梁
縣
に
傳
わ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う�15
）。

現
在
の
四
川
省
で
は
土
公
信
仰
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
確

で
き

な
い
。
し
か
し
、
四
川
の
民

宗
敎
と

史

に
關
わ
り
が
深
く
、
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地
理

に
も
隣
接
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
雲
南
省
、
特
に
大
理
市

に
ま
だ
土
公
信
仰
の
名

が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

の

で

討
し
た
い
。

三

雲
南
の
土
公
信
仰

（
一
）
甲
馬
と
土
公

中
國
に
は
神
の
像
を
印
刷
し
て
、

先
祭
祀
や
年
中
行
事
や
お

祓
い
な
ど
の
と
き
に
燃
や
す

俗
が
あ
り
、
一
般

に
は
紙
馬
と

呼
ば
れ
る
が
、
雲
南
省
で
は
こ
れ
を
甲
馬
と
も
呼
ぶ
。
土
公
は
雲

南
で
は

に
甲
馬
に
描
か
れ
る
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
圖

三
）。
淸
代
趙

が
「
世
俗
祭
祀
、
必
ず
紙
錢
・
甲
馬
を
焚
く
」

と
書
い
た
よ
う
に�16
）、
甲
馬
は
か
つ
て
の
祭
祀
活
動
で
廣
く
流
行
し

て
い
た
。
北
宋
時
代
に

板
印
刷
の
發
展
に

っ
て
中
原

京

（
今
の
河
南
開
封
）
の
附

で
す
で
に
流
行
し
て
い
た
が
、

代
の

洪
武
年

（
一
三
六
八
〜
一
三
九
八
）
に
な
る
と
、
紙
馬
・

・
皮
影
な
ど
、
民

の
技
能
や
藝
能
が

の
數
十
萬
人
の
軍

や
數
百
萬
人
の

族
移
民
に

っ
て
雲
南
省
に
も
た
ら
さ
れ
た�17
）。

雲
南
省
の
紙
馬
は
、
少
數
民
族
の
う
ち
、
大
理
白
族
、
楚
雄

族

を
除
い
て
は
信
仰
の
媒
介
に
し
な
い
よ
う
で
あ
る�18
）。

甲
馬
は
紙
馬

の
中
で
も
特
殊
で
あ
り
、「
順
甲
馬
」
と
「
倒
甲
馬
」
の
二
種

が
あ
る
。
畫
面
に
お
い
て
人
が
馬
の
後
ろ
に
あ
る
の
を
順
甲
馬
と

い
い
、「

神
」
の
た
め
に
使
わ
れ
る
と
す
る

も
あ
る�19
）。「

神
」
で
あ
る
た
め
、
そ
の
神
は
善
神
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

圖
四
・
五
で
示
し
た
よ
う
に
土
公
甲
馬
で
は
馬
が
人
の

に
い
る

の
で
「
順
甲
馬
」
で
あ
り
、
土
公
は
祀
ら
れ
る
神
と
さ
れ
て
い
る�20
）。

土
公
甲
馬
は

に
新
宅
建
築
の
場
合
に
使
わ
れ
る
が
、
土
公
關

係
の
甲
馬
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
土
公
を

含
む
土
地
神
が
八
卦
圖
の
各
方
位
に

列
さ
れ
た
複

な
圖
像
も

あ
れ
ば
、
土
公
と
土
母
の
神
像
だ
け
が
描
か
れ
た

な
も
の
も

あ
る
。
土
公
が
土
母
と
一

に
現
れ
る
の
は
、

代
土
公
信
仰
の

特

の
一
つ
と
も
い
え
よ
う�21
）。

に
、
楊
民
の

査
報

か
ら
土

公
甲
馬
を
使
う
謝
土
儀
禮
を
見
て
み
よ
う
。

た
と
え
ば
、
新
居
を
建
て

っ
た
時
に
、「
做

生
日
」・

「
謝
土
」
の
儀
式
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
居
の
中
堂

の
中
で
土
を

っ
て
「

」
と
し
、
そ
の
眞
ん
中
に
太
極
八

卦
の
圖
を
書
く
。
八
卦
の
上
に
供
え
物
を
置
き
、
四
方
と
中

三
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央
に
そ
れ
ぞ
れ
「
土
公
土
母
」
な
ど
の
甲
馬
紙
・
紙
錢
を
一

枚
ず
つ
置
く
。
祭
祀
人
は
「
土
公
土
母
」
ら
五
人
に
扮

し
、

「
土

」
を
回
っ
て
踊
り
「
白
族
の
歌
の

子
で
新
居
を

え
、
た
く
さ
ん
の
吉
言
を
と
な
え
る
。

後
に
、

人
が
四

方
を

み
、
供
え
物
を

上
し
、
ま
た
「
土
公
土
母
」
あ
る

い
は
「
山
神
土
地
」
な
ど
の
神
を
一
枚
の
「

神
甲
馬
」
と

い
っ
し
ょ
に
燃
や
す
。
そ
れ
か
ら
、「
土
公
土
母
」
の
一
行

を
家
を
出
て
村
の
入
り
口
ま
で

る
。
祭
祀
人
は
村
の
入
り

口
で
着
替
え
て
か
ら

人
の
家
に

っ
て
招
待
を
受
け
る�22
）。

八
卦
の
圖
を
書
き
、
そ
の
五
方
で
土
公
土
母
な
ど
の
土
神
を
祭

祀
す
る
こ
と
が
儀
禮
の
基
本

な

容
で
あ
る
。
圖
六
の
よ
う
な

土
地
神
を
八
卦
に

列
し
た
甲
馬
も
お
そ
ら
く
こ
う
い
っ
た
祭
祀

實

に
由
來
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
人
で
五
方
の
土
公
土
母
の

扮

を
す
る
と
な
る
と
、
一
人
で
一
方
の
土
公
土
母
の
扮

を
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
一
人
で
二
人
の
神
の
扮

す
る
の
は
無
理
で

あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
本
來
の
謝
土
儀
禮
に
お
い
て
祭
神
は
土
公

土
母
で
な
く
、
土
公
だ
け
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
四
川

邊
の

『
地
母
土
公
經
』
に
お
い
て
も

ら
か
に
土
公
だ
け
を
重

し
て

お
り
、
土
母
は
土
公
の
附
屬
物
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

大
理
市
の
白
族
は
新
居
を
建
て

っ
た
時
に
「
謝
六
神
」
と
い
う

儀
式
を
行
う
が
、
ま
ず
「
張
魯
二
班
」
の
神
を
解
謝
し
、
そ
れ
か

ら
中
梁
に
「
八
卦
」
を
貼
り
附
け
、「
水
神
」、「
火
神
」、「
草
木

樹
神
」、「
土
公
土
母
」
を
燃
や
す�23
）。

體

な
作
法
と
し
て
は
、

人
は
甲
馬
・
香
火
・
紙
錢
を
持
っ
て
新
居
の
中
で
四
回
回
っ
て

か
ら
、
甲
馬
を
燃
や
し
な
が
ら
外
に
出
る
の
で
あ
る�24
）。

川
野

正

は
雲
南
の
白
族
と

族
の
神
像
咒
符
を
廣
く

べ
、
特
に
大
理
市

上
關
九
社
村
の
民
俗
に
お
け
る
土
公
と
土
母
に
つ
い
て

の
よ
う

に

べ
て
い
る
。

大
理
市
上
關
九
社
村

邊
の

俗
で
は
、「
土
公
土
母
」
を

東
西
南
北
の
四
方
（
こ
の
場
合
、
中
央
に
は
「
八
卦
・
九
宮
」

を

す
る
）
あ
る
い
は
、
五
方
に

置
し
、
祭
品
を
供
え
て
、

家
長
に
よ
っ
て
東
か
ら
西
、
南
、
北
、
中
央
方
の
順
序
に

禮
し
て
ゆ
く
。（
後
略
）

ほ
か
に

紙
、
紅
香
、
紅
、
綠
、

色
の
「
カ
ン
ラ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
あ
ら
れ
、
た
に
し
、
エ
ビ
、
魚
（
た
な
ご
）、
酒
、

茶
な
ど
の
供
え
物
が
五
方
に
添
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
、
家
長

三
九
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の
手
で
桃
の
矢
を
柳
の
弓
に
つ
が
え
て
放
ち
、

を
祓
う�25
）。

こ
こ
で
は
、
家
長
自
身
が
祭
祀
役
を
務
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
祭
祀
儀
禮
は

の
楊
民
の
報

と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、

後

の
部
分
で
「
桃
の
矢
を

柳
の
弓
に
つ
が
え
て

放
」
つ
の
は

ら
か
に

敎

な
作
法
で
あ
ろ

う
。

（
二
）
劍
川
の
土
公
と

敎

「
奠
土
」
と
は

宅
な
ど
の
建

に
先
立
っ
て
、
土
地
の
神
々

に
許
し
を
乞
う
儀
式
で
あ
る
。
劍
川
白
族
の
「
奠
土
」
は

に

士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ま
た
齋

と

師

び
土
公
・
土
母
の
扮

も
儀
式
に
參
加
す
る
。
齋

と
は
奠
土
儀
禮
の
實
施
を
依
賴

す
る
人
で
あ
る
。

師
は
、
儀
禮
に
合
わ
せ
て

を
演
奏
す
る

人
で
あ
り
、

士
が

當
す
る
場
合
と
民

の

師
が

當
す
る

場
合
が
あ
る
。
土
公
・
土
母
に
扮
す
る
人
は
、
齋

が
知
り
合
い

の
中
か
ら
若
く
て
眉
目
秀
麗
な
男
女
二
人
に
依
賴
し
て
そ
れ
ぞ
れ

土
公
と
土
母
に
扮
し
て
も
ら
う
。
祭
壇
は
家
屋
の
中
央
の
部
屋
あ

る
い
は
そ
の
門
外
の
階
段
に
卓
を
竝
べ
て
そ
の
上
に
后
土
の
神
位

や
供
物
を
置
く
。
庭
の
眞
ん
中
に
直

が
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

八
卦
を
白
い
粉
で
書
い
て
、
そ
の
上
に
紙
錢
を
五
方
位
に
一
つ
ず

つ
置
く
。
そ
し
て
、
八
卦
の
中
央
あ
る
い
は
そ
ば
に
、
幅
二
○
セ

ン
チ
・
深
さ
三
○
セ
ン
チ
の
穴
を
掘
る
。
そ
れ
か
ら
、
正
式
の
奠

土
儀
式
を
始
め
る
。
ま
ず
、
高
功
（
祭
壇
で
法
事
を
實
施
す
る

士
）
は
供
卓
の
上
に
置
か
れ
る
碗
に
置
い
た
水
に
對
し
て
、「
咒

三
光
水
」
の
咒
法
を
施
す
。
そ
れ
か
ら
、
東
西
南
北
中
央
の
順
序

圖五 『雲南甲馬』より

圖三 甲馬「土公土

母」（大理 ）
(26)

圖四 『神像咒符
「甲馬子」集
』より

圖六 「八卦土地神」
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で
土
を
掘
る

子
を
し
て
、「
出
土
」
を
行
う
。

に
、
土
皇
地

祇
や
五
方
五
龍
神
君
な
ど
を

す
る
表

を
讀
む
「

表
」
を

し
て
、
魚
・
豚

・
卵
な
ど
の
供
え
物
で
五
方
の
神
々
に
謝
す
る

「
謝
五
方
」
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
高
功
は
卵
や
五

を
八
卦
の

傍
に
あ
る
穴
に
入
れ
て
咒
語
を
と
な
え
て
、「
土
公
」・「
土
母
」

に
扮
し
た
二
人
を

っ
て
白
い
粉
で
書
い
た
八
卦
を
穴
の
中
に

き
入
れ
る
。
こ
れ
を
「
安
土
」
と
い
う
。
安
土
が

わ
っ
て
か
ら
、

高
功
は
柳
枝
で
作
ら
れ
た
弓
や
矢
に
對
し
て
咒
力
を

ぐ
。
そ
し

て
、
土
公
・
土
母
が
高
功
に
し
た
が
っ
て
そ
の
弓
矢
で
五
方
を
射
、

「
敕
五
方
凶
神
」
を
行
う
。
そ
れ
が

わ
る
と
、
高
功
は
土
公
・

土
母
ら
と
大
聲
で
三
回
笑
う
「
封
土
」
を
行
い
、
儀
式
を

え
る�27
）。

こ
の
奠
土
の
儀
式
は

に
高
功
と
い
う

士
が

し
て
い
る

が
、

す
べ
き
は
五
方
の
凶
神
を
射
て
鎭
め
る
の
が
土
公
・
土

母
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
敎

の
高
功
は

に
神
々
の
降
臨
を
招

し
、
儀
式
の
流
れ
を
操
っ
て
い
る
が
、
奠

土
に
お
い
て
龍
神
を
鎭
め
、
凶
神
を
祓
う

役
は
む
し
ろ
土
公
・

土
母
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
土
公
・
土
母
は

ら
か
に
家
屋

の
守
護
神
と
見
做
さ
れ
、
そ
れ
は
「
順
甲
馬
」
に
お
い
て
祀
ら
れ

る
土
公
の
性
格
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

の
大
理
市
上

關
九
社
村
に
お
け
る
五
人
の
土
公
土
母
が
「
土

」
を
回
っ
て
踊

っ
た
り
唱
え
た
り
す
る
こ
と
と
同
じ
く
、
土
公
土
母
の
咒
力
で
凶

神
を
祓
っ
て
土
地
を
鎭
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

劍
川
白
族
の
「
奠
土
」
は
お
そ
ら
く
正
一
敎
の
謝
土
儀
禮
が
變

容
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
よ
う
に
、
雲
南
省
に
お
け
る

土
公
は
甲
馬
で
あ
れ
、
祭
祀
活
動
で
あ
れ
、

靈
を
鎭
め
て
幸
福

を
守
っ
て
く
れ
る
神
と
さ
れ
て
い
る
。「
奠
土
」
儀
禮
に
お
け
る

中
心

な
神
は
土
公
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
な

敎

謝
土

儀
禮
は
「
安
龍
奠
土
」
と
呼
ば
れ
、
龍
神
を
中
心
と
し
て
展
開
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
呂
鐘

に
よ
る
と
、
臺
灣
の
安
龍
奠
土

儀
式
は
實
施
の

士
派
別
に
よ
っ
て
異
な
り
、
正
一
派

士
は
白

い
米
で

大
な
龍
を
積
み
描
い
て
土
地
龍
神
を

る
が
、
靈
寶
派

士
は
廟
宇
の
五
隅
に
五
方
龍
神
の
符
を
置
く�28
）。

正
一
派
の
謝
土

儀
禮
に
お
い
て
も
五
方
で
矢
を
射
る
法
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

士
が
射
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
傳
統

な

敎
謝
土
儀
禮
に
お

い
て
、
土
地
龍
神
の
地
位
が
頗
る
高
く
、
謝
土
も

に
龍
神
を
鎭

め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
土
公
土
母
の
存
在
が
無

さ
れ
て
い

四
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る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
は
、
特
に
植
野
弘
子
が
紹
介
し
た
臺
灣

佳

林
一
帶
の
謝
土
儀
禮
か
ら
も
窺
え
る�29
）。
咒

師
「
法
師
」
が

行
う
佳

林
の
謝
土
儀
禮
は
、
廟

禱
、
壓
外

、

好
兄
弟
、

地
基

、
淨
水
、
疎

、
七

、
擲
告

、
壓

、
點
雞
血
、
飜

神
土
、
收

、
埋
甕
と
い
う

第
で
行
わ
れ
る
。
準
備
の
時
に

四
つ
の
祭
壇
を
設
け
、
そ
の
中
の
一
つ
に
は
、
五
體
の
人
形
を
置

い
て
「
五
方
神

」
を

り
、
も
う
一
つ
に
は
、
九
天
玄
女
で
あ

る
「
后
土
牒
」
と
「
廟
公
」・「
廟
母
」
で
あ
る
紙
制
の
男
女
の
人

形
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。「
五
方
神

」
は
五
方
の
凶
神
と
さ
れ
、

九
天
玄
女
に
よ
っ
て
鎭
め
ら
れ
る
が
、
本
來
は
『
齊
民

』
の

麹

に
お
け
る
五
人
の
麹
人�30
）と
同
じ
く
、
神

で
あ
り
な
が
ら

守
護
神
の
性
格
を
も
持
つ
土
公
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
紙
製
の
「
廟

公
」「
廟
母
」
は
、
廟
の

宰
神
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
夫

土
地

神
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
臺
灣
で
は
神

・
凶
神
を
鎭
め
る
の
は
、

九
天
玄
女
と
し
て
の
后
土
神
や
廟
土
地
神
の
役

だ
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
鹿
港
鎭
保
眞
壇
が

藏
す
る
『
謝
后
土

科
儀
』
に
は
、
五
方
土
公
土
母
神
君
、
土
伯
な
ど
の
土
神
神
名
を

記
し
て
い
る�31
）が
、
そ
の
書
名
に
あ
る
と
お
り
、

に
后
土
に
謝
す

る
の
で
あ
る
。
臺
灣
の
安
龍
奠
土
が
中
國
傳
統

な
謝
土
儀
禮
を

反
映
し
て
い
る
と
い
う
考
え
が

外
れ
で
な
け
れ
ば
、
劍
川
の

「
奠
土
」
儀
禮
に
お
け
る
土
公
は
傳
統
と
異
な
り
龍
神
や
后
土
神

な
ど
に
代
え
て
土
地
守
護
神
の
役

を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
そ
れ
は
、

史
に
お
け
る
劍
川
の
土
公
信
仰
の

行
を
示
唆

す
る
と
思
わ
れ
る
。

結
び
に
代
え
て
｜
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
關
係

土
公
は
雲
南
な
ど
の
僅
か
な
事
例
を
除
け
ば
、
現
在
の
中
國
人

の
生
活
の
中
か
ら
ほ
ぼ

を

し
て
し
ま
っ
た
が
、
少
な
く
と
も

淸
末
ご
ろ
、
四
川
や
雲
南
省
で
土
公
信
仰
は
流
行
し
て
い
た
と
推

測
で
き
る
。
雲
南
や
四
川
は

史

に

敎
・
佛
敎
・
儒
敎
や

數
な
ど

々
な
宗
敎

が
融
合
し
た
民

宗
敎
が

ん
な
土
地

で
あ
っ
た
。
土
公
信
仰
も
そ
う
い
う
民

宗
敎
の
風
土
に
根
ざ

し
て
生
き
續
け
て
き
た
の
で
あ
ろ
う�32
）。

ま
た
、『
地
母
土
公
經
』

や
雲
南
甲
馬
に
お
け
る
土
公
信
仰
へ
の
考
察
か
ら
、
現
在
す
で
に

失
し
た
と
思
わ
れ
て
い
る
民

宗
敎

や

俗
の
あ
る
も
の

は
四
川
や
雲
南
で

存
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
二

代
中
國
の
土
公
信
仰
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一
方
雲
南
や
四
川
以
外
の
地
域
で
は
、
土
公
信
仰
は
わ
ず
か
に

敎
の
安
龍
奠
土
の
儀
式
の
中
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
江
西
省�33
）や
江
蘇
省�34
）で
は
、
今
で
も
土
公
・
土
母
の
名
が
儀

式
の
際
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
土
公
は
鎭
め
ら
れ
る
對

で
な
く
、
雲
南
甲
馬
に
お
け
る

土
公
の
よ
う
に
祀
ら
れ
る
神
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
中
國

代
の
土
公
信
仰
は
日
本
や
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
土
公
信
仰
と
か
な
り

似
性
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
日

本
の
神

五
行
祭
に
お
い
て
、
土
公
は
盤
古
の
第
五
王
子
と
し
て

ほ
か
の
四
王
子
を
統
括
し
、
四
季
・
四
方
を
支

す
る�35
）。
そ
れ
は
、

『
地
母
土
公
經
』
に
お
け
る
地
母
や
土
公
神
と
少
し

似
性
を
も

っ
て
い
る�36
）。
さ
ら
に
、
五
行
祭
で
、
祭
祀

が
五
人
の
王
子
に
扮

し
て
演
じ
、
ま
た
四
方
に
矢
を
射
る
の
は
、
大
理
に
お
け
る
土
公

祭
と

似
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お

い
て
、
土
公
は
よ
く

神
と
見
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
『
地
母
土

公
經
』
か
ら
も
そ
の
倫
理
性
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
土
公
は
人

の
行
爲
を

し
、
善

を
天
庭
に
報

す
る
神
で
、

神
の

機
能
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
同
一
の
神
と
み

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、

世
以

來
の
中
國
に
お
け
る
寶

・
善
書
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
影

を
與
え
た

可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う�37
）。

註�１
）

坂
出
祥
伸
『
日
本
と

敎

』（
角
川
學
藝
出
版
、
二
○
一

○
年
）
六
五
〜
八
○
頁
、
同
「
わ
が
國
に
お
け
る
地
鎭
儀
禮
と
犯

土
の

念
｜
そ
の

敎

源
を
さ
ぐ
る
」（『
陰
陽
五
行
の
サ
イ

エ
ン
ス

思
想

』、
京

大
學
人

科
學

究

、
二
○
一
一

年
）
二
一
九
〜
二
三
七
頁
。

�２
）

尾
伸
一

「『
地
神
經
』
變
奏
｜
地
神

と

鮮
の
琵
琶

居
士
・
經
巫
と
の
あ
い
だ
」（『
國

學

解
釋
と
敎
材
の

究
』

四
六
�十
）、
六
五
〜
七
二
、
二
○
○
一
年
）
を
參
照
。

�３
）

羅
長
山
「
越
南
人

崇

與
土
公
信
仰
」（『
民
俗
藝

』、

一
九
九
五
年
第
二
期
）
一
五
九
〜
一
六
九
頁
、
徐
方
宇
「

族
、

越
族
民

竈
神
信
仰
之
比
較

究
」（『
東
南
亞

究
』
二
○
○
六

年
第
三
期
）
八
七
〜
九
一
頁
、
末

男
「
北
部
ベ
ト
ナ
ム
の

�
土
地
神
�
｜
華
南

族
と
の
比
較
」（『
ベ
ト
ナ
ム
の
社
會
と

』
第
二
號
、
風

社
、
二
○
○
○
年
）
六
四
〜
八
五
頁
。

�４
）

中
國
古
代
の
土
公
信
仰
に
つ
い
て
、
張
麗
山
「
中
國
古
代
土
公

信
仰
考
」（『
宗
敎
學

究
』
二
○
一
四
年
第
二
期
）
二
五
九
〜
二

六
五
頁
、
余
欣
『
神

人
心
』（
中
華
書
局
、
二
○
○
六
年
）
八

四
三

代
中
國
の
土
公
信
仰
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五
〜
八
六
頁
を
ご
參
照
。

�５
）

侯
沖
「
地
母
經

演
變
｜
以
經
眼
刊
印
本
爲
中
心
」（『

西
師

範
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
第
四
三

第
三
期
、
二
○

一
四
年
五

）
八
○
〜
八
四
頁
を
參
照
。

�６
）

そ
の
原

は
「
上
虞
縣
志：

字
君
輝
、
上
虞
人
、
授
四
川
永
川

縣
丞
（
中
略
）

賴
以

、

功
陞
知
銅
梁
縣
。

攻
銅
邑
、

旦
堅

數

、
糧
盡
援

、

被
執
、
不
屈
死
」
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
に
、
か
つ
て
四
川
省
眉
山
市
の

書
屋
と
い
う
古
書
店

で
淸
光

三
十
二
年
新
刻
『
指

算
』
と
い
う
書
物
が
賣
り

に
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
扉
に
「
銅
邑
宏

堂
發

兌
」
と
あ
り
、
ま
た
刊
記
に
や
や
不
鮮

な
が
ら
「
本
店
開
立
川

東
重
慶
府
銅
梁？
縣
﹇

﹈
新
場
大
正
街
」
と
讀
め
る

言
が
あ
り
、

銅
梁
を
銅
邑
と
し
て
刊
行
し
た
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本

論

執
筆
段
階
で
は
、
孔
夫
子
舊
書
網
で
扉
・
刊
記
の
畫
像
が
確

で
き
る
。

�７
）

銅
梁
縣
志

修
委
員
會
『
銅
梁
縣
志
』
第
二
十
二

「
社
會
風

俗
」、
重
慶
大
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

�８
）

ち
な
み
に
、
地
母
は
自
分
が
玄
童
子
と
「
天
聾
地
唖
」
で
あ
る

と

べ
た
が
、
民

の
廟
で
祀
ら
れ
る
梓

（

昌
）

君
の
兩

側
に
立
っ
て
い
る
兩
童
子
も
「
天
聾
地
經
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
龍
華
經
』
で
弓
長
が
梓

君
を
經
由
し
て
天

に
報

す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
兩

の

に
は
何
ら
か
の
關
係
が
あ
る
だ
ろ

う
。

�９
）

澤
田
瑞
穗
「
龍
華
經
の

究
」（『
校

破

詳
辯
｜
中
國
民

宗
敎
結
社

究

料
｜
』（

敎
刊
行
會
、
一
九
七
五
年
）（

出
は
『
跡
見
學
園
紀

』
第
二
號
、
一
九
五
五
年
十

）
一
七
五

〜
一
七
六
頁
。

�10
）

澤
田
瑞
穗
「
龍
華
經
の

究
」（
同
上
）
二
一
三
頁
。

�11
）

馬
西
沙
・
韓

方
『
中
國
民

宗
敎
史
』（
上

人
民
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）
を
參
照
。

�12
）

秦
寶

「
淸
代
靑
蓮
敎
源
流
考
」（『
淸
史

究
』、
一
九
九
九

年
第
四
期
）
一
〜
一
〇
頁
を
參
照
。

�13
）

た
と
え
ば
、

の
大
乘
敎
か
ら
派
生
し
た
一
貫

は
大
陸
で

敎
と
し
て

壓
さ
れ
て
少
な
く
と
も
表
は
舞
臺
か
ら

え
た
が
、

早
く
か
ら
臺
灣
に
傳
わ
り
、
今
日
ま
で
合
法
の
宗
敎
と
さ
れ
て
い

る
。

�14
）

銅
梁
縣
志

修
委
員
會
『
銅
梁
縣
志
』（

七
）、
七
九
六

〜
七
九
八
頁
。

�15
）

本
論
執
筆
後
に
、
ほ
か
の
「
土
公

經
」
を
載
せ
た

易
な

行
本
を
見
つ
け
た
。

べ
て
み
る
と
、
こ
の

行
本
の
構

は
、

『
地
母
土
公
經
』
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
兩

に
お
け
る
「
土
公

經
」
の

容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
該
書
「
土
公

經
」
に
「
四
川
叙
府
」
と
い
う

字
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
現
在
四

川
省
宜

市
の
別

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
油
印
本
で
あ
る
こ
と
か

ら
か
な
り
新
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以

か
ら
四
川

や
重
慶
な
ど
の

邊
地
域
で

行
本
の
形
で
流

し
て
い
た
こ
と

四
四

代
中
國
の
土
公
信
仰
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が
推
測
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

行
本
の
存
在
に
つ
い
て
、

拙
稿
の
査
讀

當

か
ら

報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ

で
篤
く
禮
を
申
し
上
げ
た
い
。

�16
）

趙

『

餘
叢
考
』

三
十
「
紙
馬
」
條
（
河
北
人
民
出
版
社
、

二
○
○
六
年
、
六
○
八
頁
）
を
參
照
。

�17
）

楊
松

「
雲
南
紙
馬

源
流

其
民
俗
寓

」（『

產
』

二
○
○
九
年
第
四
期
）
一
○
八
〜
一
○
九
頁
。

�18
）

高
金
龍
「

論
雲
南
紙
馬
」（『
民
族
藝

究
』、
一
九
八
八

年
第
四
期
）
五
八
頁
。
た
だ
し
、
楊
松

に
よ
る
と
、
紙
馬
は
そ

の
他
に
泰
、
栗
、

西
、
藏
な
ど
の
少
數
民
族
に
お
い
て
も
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

�19
）

高
金
龍
「

論
雲
南
紙
馬
」（『
民
族
藝

究
』、
一
九
八
八

年
第
四
期
）
五
七
頁
。

�20
）

土
公
は
、
中
國
古
代
に
お
い
て

に
祟
り
神
と
し
て
鎭
め
ら
れ

る
對

で
あ
っ
た
が
、

淸
時
代
か
ら

に
災

を
拂
い
福
を
も

た
ら
す
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
對

に
な
っ
て
き
た
（
張
麗
山
「
中

國
古
代
土
公
信
仰
考
」（

）
を
參
照
）。『
地
母
土
公
經
』
や

雲
南
に
お
け
る
甲
馬
か
ら
も
土
公
の
祀
ら
れ
る
神
と
し
て
の
性
格

が
み
え
る
。
ち
な
み
に
、
同
じ
よ
う
な
現

は

世
日
本
で
も

き
た
（
岩
田

『
神

源
流
考
』（
名

出
版
、
一
九
八
三
年
）

一
五
九
頁
を
參
照
）。

�21
）

張
麗
山
「
中
國
古
代
土
公
信
仰
考
」（

）
二
六
三
頁
を
ご

參
照
。

�22
）

楊
民
「
白
族
民

木
刻
版
畫

甲
馬
紙
」（『
美

究
』
一

九
八
五
年
三
期
）
六
三
頁
。

�23
）

松

「
雲
南
紙
馬
」（『
今
日
民
族
』
一
九
九
九
年
四

三
日
）

四
二
頁
。
た
だ
し
、
謝
神
（

神
と
も
呼
ば
れ
る
）
儀
禮
は
お
そ

ら
く
地
方
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
楊
郁
生
に
よ

る
と
、
謝
神
に
お
い
て
「
木
神
・
樹
神
・
張
魯
二
班
・

先
之

神
・
本
境
土

・

・
本

・
山
神
土
地
・
日

・
水
火
・
仁

君
・
招
財

寶
・
喜
神
・
圈
神
・
羊
璽
・

部
部
衆
」
な
ど
多
く

の
種

の
甲
馬
が
あ
る
。（
楊
郁
生
の
『
雲
南
甲
馬
』（
雲
南
人
民

出
版
社
、
二
○
○
三
年
）
一
三
八
頁
を
參
照
）。

�24
）

高
金
龍
「
雲
南
紙
馬
民
俗

料
彙
輯
」（『
雲
南
民
俗
學
院
學

報
』
一
九
九
三
・
一
）
六
一
頁
。

�25
）

川
野

正
『【
神
像
咒
符
「
甲
馬
子
」
集

】
中
國
雲
南
省

族
・
白
族
民

信
仰
誌
』、
東
方
出
版
社
、
二
○
○
五
年
、
一
六

四
頁
。

�26
）

圖
三
と
圖
四
は
二
〇
一
四
年
七

頃
大
理

で
購
入
。

�27
）

に
羅

輝
「
劍
川
白
族

敎
「
奠
土
」
儀
式
與

」（『
宗

敎
學

究
』
一
九
九
九
年
第
三
期
、
六
六
〜
七
二
頁
）
を
參
照
。

�28
）

呂
鐘

『
安
龍
謝
土
』、
行
政
院

建
設
委
員
會

產

總
管
理
處
籌
備
處
、
二
○
○
九
年
十
二

、
十
二
〜
十
九
頁
。

�29
）

植
野
弘
子
「
臺
灣

民
族
の
死
靈
と
土
地
｜
謝
土
儀
禮
と
地
基

を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
國
立

史
民
俗
博
物

究
報

』
第
四

一
集
、
一
九
九
二
年
三

）。
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�30
）
『
齊
民

』
に
よ
る
と
酒
を
釀
す
時
は
「
畫
地
爲
阡

、

四
巷
、
作
麹
人
、
各
置
巷
中
、

置
麹
王
王

五
人
…
…
」
と

い
う
よ
う
に
ま
ず
五
人
の
麹
人
を
設
け
て
祭

を
讀
ん
で

む
。

�31
）

呂
鐘

『
安
龍
謝
土
』（

）
を
參
照
。

�32
）

雲
南
省
も
地
母
信
仰
が

ん
で
あ
り
、
今
で
も
地
方
の
獨
自

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
朱
越
利
の
「『
地
母
眞
經
』

宗
敎

定
性
」（『
中
國

敎
』
二
○
一
四
年
第
三
期
）
を
參
照
。

�33
）

楊
永
俊
・
羅
陸
英
「
對
民

補
土

獨

土
地
龍
神

涵
解
析
｜
以

西
萬
載
縣
株
潭
鎭
棗
木
村
田
氏
補
土

爲
例
」

（『
井
岡
山
學
院
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
）』、
二
○
○
六
年
第
六
期

十
一

）
を
參
照
。

�34
）

た
と
え
ば
楊
問
春
・
施

如
が
「
南

子
〞
謝
土
〝
活
動

杳
一
」（『
民

論
壇
』
一
九
九
六
年
第
二
期
）
に
お
い
て
江
蘇

南

の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
行
っ
た
「
謝
土
」
活
動
を

査
し
た
。
そ

の
中
で
土
公
の
名
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
動
土
を
忌
み
ま
た
天
庭

へ
報

に
行
く
神
な
の
で
、
土
公
信
仰
の
名

で
あ
る
可
能
性
が

高
い
だ
ろ
う
。

�35
）

神

・
五
行
祭
に
つ
い
て
、
牛
尾
三
千
夫
『
神

と
神
が
か

り
』（
名

出
版
、
一
九
八
五
年
）、
田
中
重
雄
の
『
備
後
神

｜

甲
奴
郡
・
世
羅
郡
を
中
心
に
｜
』（
八
幡
神
社
、
二
○
○
○
年
）、

鈴
木
正
崇
「
弓
神

と
土
公
祭

｜
備
後
の

神
祭
祀
を
中
心
と

し
て
（『
民
俗
藝
能

究
』
三
、
一
九
八
六
年
五

）」、
岩
田

『
神

源
流
考
』（
名

出
版
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
を
參
照
。

�36
）

さ
ら
に
、
諏
訪
春
雄
が
中
國
山
西
省
に
も
「
坐
后
土
」
と
い
う

藝
能
祭
祀
が
あ
り
、「
女
神
の
誕
生
日
の

い
に
、
女
神
の
命
令

を
受
け
た
使
臣
王

の

え
で
參
上
し
た
太

、

、
三

、

四

の
四
人
の
子
は
、
春
夏
秋

と
東
西
南
北
の
支

を
ま
か
さ

れ
る
が
、
參
上
し
な
か
っ
た
第
五
子
の
五

は
、
四
季
か
ら
十
八

日
ず
つ
を

き
出
し
た
七
十
二
日
の
土
用
日
と
、
中
央
の
支

を

ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
い
う
筋
」
で
あ
り
、
日
本
の
「
五
大
龍
」
神

と
の

似
を
指
摘
し
た
。
諏
訪
「
日
本
の
神

と
中
國
の
民

祭

祀
」（
同
『
日
中
比
較
藝
能
史
』
吉
川
弘

、
一
九
九
四
年
）、

一
四
四
頁
。

�37
）

例
え
ば
武

司
が
「「
寶
山
奇
香
」
考

中
國

メ
シ
ア

ニ
ズ
ム
と
ベ
ト
ナ
ム
南
部
民

宗
敎
世
界
」（『
越
境
す
る

代
東

ア
ジ
ア
の
民
衆
宗
敎

中
國
・
臺
灣
・
香
港
・
ベ
ト
ナ
ム
、
そ

し
て
日
本
』

石
書
店
、
二
○
一
一
年
）
に
お
い
て
、
中
國
の
五

公
な
ど
を
中
心
と
す
る
民
衆
宗
敎
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
影

を
考
察

し
た
が
、
寶

・
善
書
を
媒
介
と
す
る
中
越
の
宗
敎
交

を
さ
ら

に

討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

﹇
附
記
﹈

本
稿
は
、
筆

の
博
士
論

の
一
部
に
基
づ
い
て
書
き
直
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
投
稿
し
た
際
に
査
讀

當

よ
り

容
か
ら
日

本
語
表
現
ま
で
丁
寧
な
御
指
正
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
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な
お
、
本

究
は

友
財
團
二
〇
一
四
年
度
「
ア
ジ
ア

國
に
お
け

る
日
本
關

究
助

」

び
浙
江
理
工
大
學
科

動
基
金
の
助

に
よ
る

果
の
一
部
で
あ
る
。

寄

稿

規

集

委

員

會

一
、
寄
稿

は
本
學
會
員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完

原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考

四
百
字
詰
四
十
枚

度

究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰
二
十
枚

度

書

・
新
刊
紹
介

四
百
字
詰
十
枚

度

國
際
學
界
動
向

四
百
字
詰
十
枚

度

な
お
、
論

寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
論

旨
を
添
附
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨

旨
の
作

は
原

に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、

集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語

度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
、
あ

る
い
は

（
ピ
ン
イ
ン
）
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
外
國
語
に
よ
る
論

旨
の
日
本
語
原

投
稿
に
際
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
寄
稿

項
、
原
稿
整
理
票
を

參
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
誌
に

載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經

し
た
後
に
ウ
ェ

ブ
上
に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方

は
投
稿
時
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も

作
權
は
執
筆

に
あ
り
ま
す
。（
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

く
だ
さ
い
。）

三
、
原
稿
締
切
は
、
六

二
十
日
、
十
二

二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

四
、

容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

否
は
、
當
學
會
に
御
一
任
く
だ

さ
い
。

五
、

刷
を
御
希

の
方
は
、
有
償
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
印
刷

子
を

作

い
た
し
ま
す
。

六
、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫
眞
版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿

の

と
な
り
ま
す
。

付
先

〒
���
�����

大

府
堺
市
中
區
學
園
町
一
｜
一

大

府
立
大
學
人

社
會
學

究
科
大
形
徹

究
室

日
本

敎
學
會
事
務
局

電
話

〇
七
二
｜
二
五
四
｜
九
六
二
二

E
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a
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＠
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o
istic-resea
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